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Abstract: Recently, the number of private dental colleges that mathematics and/or physics is not included in 
the general entrance examination as a mandatory subject has increased as well as admission based on 
recommendation. In this report, based on this situation, we consider a relation between the entrance 
examination of the colleges and mathematics and physics in the core curriculum in the dental grounding, basic 
education. 
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 表 2 チェックテスト問題（15 問）の各問の 2014 年度(全 71 人), 2015 年度(全 91 人)の正答
率(パーセントで表示)。各問については前稿 17)を参照されたい。 
問 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
2014 56.3 76.1 81.7 90.1 87.3 67.6 84.5 80.3 50.7 83.1 
2015 49.4 74.2 80.9 78.7 83.1 65.2 73.0 71.9 34.8 74.2 
問 11 12 13 14 15 - - - - - 
2014 71.8 60.6 83.1 94.4 84.5 - - - - - 


































                                                        






































表 1 私立歯科系大学の 2015 年度（一部、2014 年度）の一般入試科目。 
各大学のホームページから読み取ったもの。 
大学名 入試科目 
北海道医療大学 [英語]、[数学(I,II,A,B)・化学・生物・物理から 1 つ]* 
岩手医科大学 [英語・数学(I, II,A)・理科（物理・化学・生物）・現国から 3 つ] 
奥羽大学 [英語]、[数学(I, II,A)・物理・化学・生物から 1 つ] 
明海大学 [英語]、[物理・化学・生物・数学(I,A) から 1 つ] 
東京歯科大学 [英語]、[数学(I, II,A,B の数列とベクトル)]、[理科から 1 つ]** 
日本大学（松戸歯学部） [英語]、[数学(I, II）・物理・化学・生物から 1 つ] 
日本大学（歯学部） [英語]、[数学(I, II)]、[物理・化学・生物から 1 つ] 
昭和大学 [英語]、[数学（I, II,A,B の数列とベクトル)]、[理科から 1 つ] 
日本歯科大学（生命歯学部） [英語]、[現国・数学(I,A) から 1 つ]、[理科から 1 つ] 
日本歯科大学（新潟生命歯学部） [英語]、[現国・数学(I,A) から 1 つ]、[理科から 1 つ] 
神奈川歯科大学 [英語・数学・国語・理科（物理・化学・生物）から 2 つ]*** 
鶴見大学 [英語・数学(I, II)・物理・化学・生物から 2 つ] 
松本歯科大学 [英語]、[数学(I, II,A の場合の数と確率）・物理・化学・生物から１つ] 
朝日大学 [英語]、[数学(I, II,A)・物理・化学・生物から 1 つ] 
愛知学院大学 [英語]、[数学・物理・化学・生物から 2 つ] 
大阪歯科大学 [英語]、[数学(I, II,A,B)]、[理科（物理・化学・生物から 1 つ）] 
福岡歯科大学 [英語]、[数学(I, II,A,B の数列とベクトル)]、[理科から 1 つ] 
* 数学と理科は両方受験可能である。（点数の高い方が合否判定につかわれる。） 
**[理科から 1 つ]と表したものは物理・化学・生物から 1 つ選択。以下も同様。 




















                                                        
1 これは日本歯科大学新潟生命歯学部のものである。 
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 表 4 医学・歯学教育における「準備教育コア・モデル・カリキュラム」の構成と 
考え方における項目と内容の概略 4)。 























(3)統計手法の適用 母集団と標本の分散、正規性、独立 2 群間の平均値の差、 
対応 2 群間、F 検定、マン・ホイットニーの U 検定、 
カイ 2 乗検定、分散分析（一元配置と二元配置）、 
クラスカル・ワリス検定、回帰と相関、最小二乗法、 
直線回帰、回帰係数、相関係数等と処理ソフト 
4. 人の行動と心理 内容 
 人の行動、行動の成り立ち、動機づけ、ストレス、 
生涯発達、個人差、対人コミュニケーション、対人関係 




































表 3 私立歯科系大学の一年次での数学関連の講義科目（2015 年度、一部 2014 年度）。各大学のホームペ
ージのシラバスなどから得た情報を整理したもの。単位・時間数の表示は統一されていないので、読み取
れた範囲のものである。また、物理学関連については開講講義名のみを記してある。 
大学 数学 学期 単位・時間数 物理 
北海道医療大学 統計学 前 2 単位 物理学 1・2 
 医療統計学 後 2 単位 物理学特論 
岩手医科大学 数理統計学 後 21 時間 物理学 
 ベーシック数学（選） 前 21 時間 ベーシック物理学（選） 
奥羽大学 統計数理学 通年 30 回 基礎物理学 
明海大学 数学 1・2 通年 31 回・16 回 物理学 1・2 
東京歯科大学 一般数学 I・基礎数学 I 通年 80 分 27 回 基礎物理学(I)* 
 統計学入門 後 80 分 13 回 基礎物理学(II)* 
    一般物理学(I)** 
    一般物理学(II)** 
日本大学 数理と文化（データ処理） 前 100 分 30 回 物理化学 
 統計学演習    
 数学演習 前 110 分 15 回  
日本大学（松戸） 数学 1・2 前・後 各 90 分 物理学 
 統計情報 後 90 分  
昭和大学 基礎数学 前 16.5 時間  
 数学 A・B（選） 前・後 18 時間  
日本歯科大学 数理基礎 前 13 回 物理現象の科学 
 医学統計学 通年   
日本歯科大学（新潟） 自然現象の数学 通年 3 単位(90 分) 熱と物質の物理 
神奈川歯科大学 数理  0.8 単位 自然の現象 
 基礎統計  0.6 単位  
鶴見大学 統計解析 前 1 単位 物理 1～4 
松本歯科大学    数物系科学入門 I 
    数物系科学入門 II 
愛知学院大学 情報統計学 1・2 前・後  物理学 1,2 
朝日大学 数学 前 30 回 歯科基礎物理学 
大阪歯科大学 基礎学力充実講義・数学 前 1 単位 基礎物理学 
 数学 前 2 単位 物理学 
福岡歯科大学 基礎数学 前  基礎理科・物理学 
 一般数学 後  基礎物理学 
*は高校未履修者向け、**は高校履修者向けを示す。
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日 本 歯 科 大 学 で も 、 一 般 の 講 義 の 他 に



























                                                        








ことが HP よりわかる 9)。 
9 新たな素数を見つける困難さと素数判定法の重要性の関係に類
似している。 
14 日本歯科大学紀要　第 45 巻　
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